
労
使
関
係
は
表
裏
一
体

今
回
の
報
道
を
見
て
、
一

番
驚
い
た
の
は
、
一
般
市
民

で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
と
っ

て
は
「
お
客
さ
ま
」
に
他
な

ら
な
い
。
日
頃
か
ら
安
心
、

信
頼
の
上
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
利
用
客
か
ら
す
れ

ば
、
寝
耳
に
水
。
ス
ト
ラ
イ

キ
は
労
働
者
の
権
利
で
は
あ

る
が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
一
体

ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
と

い
う
の
か
。
会
社
の
イ
メ
ー

ジ
を
大
き
く
損
ね
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ま

で
の
多
く
の
警
鐘
は
な
ん
だ
っ

た
の
か
。
会
社
は
こ
の
こ
と

を
真
摯
に
受
け
止
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

当
社
の
経
営
状
況
は
誰
が

見
て
も
黒
字
の
安
定
経
営
と

見
ら
れ
て
い
る
が
、
見
え
な

い
部
分
で
重
大
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
、
こ
う
し
た
実
態

を
打
開
で
き
な
い
会
社
経
営

陣
は
、
ど
う
や
っ
て
こ
の
先

30
年
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
語
る

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。

産
経
新
聞
の
記
事
で
は
、

「
異
動
介
入
」
と
の
表
現
で
、

当
時
の
Ｊ
Ｒ
東
労
組
と
会
社

側
の
蜜
月
の
弊
害
が
差
別
や

職
場
の
荒
廃
に
繋
が
っ
た
の

で
は
と
も
伝
え
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
中
で

起
こ
る
べ
く
し
て
起
き
た

「
浦
和
電
車
区
強
要
事
件
」

に
つ
い
て
、
被
害
者
の
心
情
・

コ
メ
ン
ト
を
取
り
上
げ
な
が

ら
、
記
事
の
最
後
で
は
、
ス

ト
権
に
つ
い
て
「
賛
成
票
の

割
合
は
、
82･
3
％
で
、
こ
れ

を
高
い
と
み
る
か
低
い
と
考

え
る
か
‥
国
鉄
時
代
の
よ
う

な
厳
し
い
労
使
対
立
の
時
代

は
、
再
び
始
ま
る
の
だ
ろ
う

か
。
」
と
結
ん
で
い
る
。

こ
の
新
聞
報
道
を
知
ら
ず
に

い
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
組
合
員
も

多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

知
ら
な
い
で
は
済
ま
な
い
こ

と
で
あ
る
し
、
ま
た
、
ほ
と

ぼ
り
の
冷
め
る
ま
で
、
知
ら

な
い
ふ
り
‥
で
も
済
ま
さ
れ

な
い
。

そ
れ
は
、
会
社
経
営
者
も

同
様
で
あ
る
。
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コンセプト 自らを変える!! 明日を創る!!
イースト イノベーション!!

苦
い
記
憶
～
平
成
30
年
史
～
産
経
新
聞

Ｊ
Ｒ
が
歩
ん
だ
道
を
振
り
返
る

旧
国
鉄
時
代
へ
の
回
帰
か

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
ス
ト
権
「
確
立
」
を

一
面
ト
ッ
プ
で
報
じ
る

産
経
新
聞
は
４
月
18
日
の
朝
刊
で
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
ス
ト
権

「
確
立
」
を
、
一
面
ト
ッ
プ
記
事
で
大
き
く
報
じ
た
。
記
事

は
三
面
に
も
関
連
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
、
歪
ん
だ
労
使
関

係
や
浦
和
電
車
区
事
件
な
ど
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
労
使
間
関
係
が

旧
国
鉄
時
代
の
対
立
路
線
に
回
帰
す
る
可
能
性
へ
の
危
惧
を

伝
え
て
い
る
。

◆
企
業
市
民
と
は
経
営
学
用

語
の
一
つ
。

企
業
は
利
益
を
追
求
す
る

以
前
に
良
き
市
民
で
あ
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
概
念
。

こ
れ
は
社
会
に
お
い
て
企

業
と
い
う
も
の
は
権
利
を
行

使
で
き
る
こ
と
と
同
時
に
義

務
も
負
う
べ
き
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
地
域
に
お

い
て
の
市
民
で
あ
る
と
い
う

自
覚
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

国
鉄
改
革
か
ら
３
０
年

こ
れ
か
ら
の
３
０
年
は

Ｊ
Ｒ
７
社
を
含
め
、
交
通

新
聞
や
各
新
聞
社
ま
た
は
、

各
雑
誌
に
は
国
鉄
と
Ｊ
Ｒ
に

関
す
る
記
事
が
多
数
掲
載
さ

れ
て
る
。
良
し
悪
し
を
論
ず

る
気
は
な
い
が
、
概
ね
分
割

民
営
化
の
成
功
に
関
す
る
記

事
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

各
社
の
社
長
や
歴
代
重
役

は
、
こ
の
間
の
苦
悩
も
出
し

つ
つ
概
ね
大
い
な
る
達
成
感

に
満
ち
た
言
葉
が
つ
づ
ら
れ

て
い
る
。

比
較
さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
７
社

Ｊ
Ｒ
各
社
は
、
国
鉄
改
革

で
お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の

方
々
に
誠
意
を
こ
め
た
感
謝

の
意
を
表
し
て
い
る
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
民
間
企
業
と

し
て
の
在
り
方
を
前
面
に
だ

し
た
言
動
が
多
く
な
っ
て
い

る
。端

的
に
言
え
ば
安
定
し
た

黒
字
系
を
如
何
に
達
成
し
て

い
く
の
か
で
あ
る
。
民
間
企

業
と
し
て
ま
っ
と
う
な
経
営

方
針
で
あ
る
が
、
国
民
の
財

産
を
引
き
継
い
だ
鉄
道
企
業

と
し
て
黒
字
路
線

Ｊ
Ｒ
発
足
３
０
年
、
Ｊ
Ｒ
各
社
は

健
全
な
「
企
業
市
民
」
で
あ
れ

産
経
新
聞

平
成
29
年

４
月
18
日

朝
刊
よ
り



だ
け
で
は
な
い
赤
字
路
線
の

維
持
に
つ
い
て
も
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
相
ま
っ
て

Ｊ
Ｒ
は
地
域
住
民
、
地
方
自

治
体
、
国
の
総
合
的
な
交
通

網
に
前
向
き
に
携
わ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い

る
。

◆
高
速
道
路
と

鉄
路
の
保
守
管
理

Ｊ
Ｒ
の
三
島
貨
物
会
社
は
、

ま
さ
に
高
速
道
路
と
の
戦
い

で
あ
る
。
道
路
が
国
の
管
理

で
あ
る
よ
う
に
鉄
路
に
関
し

て
も
上
下
分
離
の
設
備
管
理

や
列
車
の
運
行
管
理
な
ど
を

前
向
き
検
討
す
る
時
期
に
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

◆
国
鉄
改
革
の
残
滓

警
察
庁
や
国
家
公
安
委
員

会
は
、
Ｊ
Ｒ
総
連
及
び
Ｊ
Ｒ

東
労
組
に
つ
い
て
革
マ
ル
派

が
相
当
浸
透
し
て
い
る
と
み

て
い
る
。
国
家
の
治
安
問
題

の
一
つ
で
あ
る
と
問
題
視
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
は
経
営
に
無
関
係

を
装
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
会

社
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
々
列
車
は
安
定
し
て
走
っ

て
い
る
。
会
社
は
順
調
に
利

益
を
出
し
て
い
る
。
革
マ
ル

の
問
題
は
、
国
家
の
問
題
で

あ
り
治
安
の
問
題
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
が
対
応
す
る
問
題
で
は

な
い
と
一
刀
両
断
に
切
り
捨

て
ら
れ
る
問
題
な
の
か
。

◆
キ
ー
ワ
ー
ド

・
「
一
つ
の
国
鉄
」
時
経
て

二
極
化

・
共
助
薄
れ
「
分
割
」
は

「
分
断
」
に

・
廃
線
「
地
図
か
ら
町
が
消

え
た
」

･

国
道
費
５
％
で
維
持
で
き
る

中
央
本
部
は
、
４
月
６
日
、

管
理
手
当
等
の
見
直
し
に
つ

い
て
提
案
を
受
け
た
。

◆
実
施
日
を
平
成
２
９
年
４

月
１
日
（
土
）
な
お
、
清
算

に
つ
い
て
は
６
月
２
３
日

（
金
）
以
降
、
準
備
で
き
次

第
と
す
る
。

◆
提
案
時
の
主
な
や
り
と
り

組
合：

職
責
の
重
さ
に
対
す

る
見
直
し
は
前
向
き
に
理
解

す
る
。
見
直
し
の
原
資
は
い

く
ら
に
成
る
の
か
。

会
社
・
約
５
億
強
で
あ
る
。

先
行
き
不
透
明
を
春
闘
交
渉

で
訴
え
た
が
、
厳
し
い
判
断

を
会
社
は
く
だ
し
た
。

組
合:

組
合
と
し
て
は
、
関
連

会
社
を
含
め
た
底
上
げ
を
目

指
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
対

象
者
は
何
名
か
。

会
社：

約1
4
,
0
0
0

／
約5

5
,
0
0

0

、
人
位
だ
。

組
合：

４
月
１
日
、
実
施
で

あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
４

月
６
日
、
提
案
で
あ
る
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
言
え
ば
、

３
月
提
案
で
４
月
１
日
ま
で

に
組
合
の
理
解
を
得
る
取
り

組
み
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
。

会
社：
組
合
の
言
い
分
は
理

解
す
る
が
、
３
月
は
春
闘
交

渉
と
対
外
的
な
対
応
、
会
社

の
状
勢
を
加
味
し
て
４
月
提

案
に
な
っ
た
。
提
案
後
速
や

か
に
手
続
き
を
進
め
た
い
。

◆
（
左
上
）
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

入
社
式
が
平
成
２
９
年
４
月

１
日
（
土
）
さ
い
た
ま
市
・

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ー
に

於
い
て
開
催
さ
れ
た
。
イ
ー

ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
組
合
員
２
０

名
が
歓
迎
の
チ
ラ
シ
配
付
行

動
を
お
こ
な
っ
た
。

◆
（
左
下
）
第
８
８
回
メ
ー

デ
ー
中
央
大
会
が
平
成
２
９

年
４
月
２
９
日
（
土
）
東
京

代
々
木
公
園
に
約
４
万
人
が

集
ま
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
と
し

て
５
０
名
が

参
加
し
た
。

イ
ー
ス
ト
ユ

ニ
オ
ン
と
し

て
１
０
名
が

参
加
し
た
。

・
働
く
者
の

連
帯
、
今
こ

そ
底
上
げ
、

底
支
え
、
格

差
是
正
の
実

現
を
！
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新
潟
地
本
で

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

新
潟
地
本
で
は
４
月
８
日
、

ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
を
組
合
員

家
族
な
ど
３
０
名
の
参
加
を

得
て
市
内
「
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
」

で
開
催
し
た
。
久
し
ぶ
り
の

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ

た
が
、
並
べ
ら
れ
た
ピ
ン
を

遠
慮
会
釈
な
し
に
な
ぎ
倒
す

人
、
律
儀
に
各
回
１
ピ
ン
ず

つ
残
す
人
、
そ
し
て
お
決
ま

り
の
溝
掃
除
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
レ
ー
ン
で
は
歓
声
と
た
め

息
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。

翌
日
以
降
の
筋
肉
痛
を
心

配
し
な
が
ら
も
、
国
鉄
改
革

か
ら
３
０
年
の
歳
月
を
無
駄

に
し
て
は
な
ら
な
い
と
オ
ー

ル
ド
ル
ー
キ
ー
張
り
の
や
る

気
と
元
気
が
蘇
っ
た
。

管
理
手
当
等
の
見
直
し
に
つ
い
て

一般・医療 等級 H29.4/1以降、管理手当（カッコ内は追加額、千円単位）

主幹職 Ａ 62,000(２) 57,000(２) 47,000(２) 42,000(２) 37,000(２)

主幹職 Ｂ 57,000(２) 42,000(２) 37,000(２) 34,000(４)

技術専任職 57,000(２) 47,000(２) 42,000(２)

主務職 42,000(２) 37,000(２) 32,000(４) 31,000(３)
Ｈ 等級（医療） 62,000(２) 57,000(２) 52,000(２)
Ｍ 等級（医療） 57,000(２) 52,000(２) 48,000(３)

Ｓ 等級（医療） 57,000(２) 47,000(２) 42,000(２)

Ｔ 等級（医療） 42,000(２) 37,000(２) 31,000(３)


